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■地域活動■ まちあるき　建物散策

所在地：茨木市別院町 3-31 
最寄駅：阪急茨木市駅下車 西へ徒歩約 2 分
　　　　若しくは JR 茨木駅下車 東へ徒歩約 10 分
境内には入れるが本堂内部については寺務所へ問い合わせを。
TEL：072-622-2903

みしま野

　阪急茨木市駅のホームに立ち、街を見渡
せば、様々な建造物が並ぶ中に、一際大き
な甍屋根が目に入る。以前はその威風堂々
たる屋根だけが目に入っていたのであるが、
建築ラッシュの波の谷間に少し遠慮気味に
ではあるがその姿を覗かせている。この甍
屋根こそが茨木別院本堂である。本堂の大
きさは正面 15 間（27m）奥行 14 間（25m）
あるとされており、規模こそ小さいが京都
にある西本願寺や東本願寺の御影堂にも
決して引けを取らない造りである。境内に
は本堂の他、鐘楼や使途が不明な櫓風の
楼閣、庫裏、伊東忠太設計の築地本願寺
を彷彿とさせる屋根形状を持った会館、更
には保育所の園舎が、所狭しと敷地内にひ
しめき合って建っている。
　茨木別院の創建は慶長 8 年（1603 年）、
茨木城主片桐且元が東本願寺を建立した

教如上人に城内の地を寄進して建立させ
たのが始まりで、現存する本堂は安永 6 年

（1777 年）に創建されたと伝えられている。
この本堂は大阪教区内にあっては唯一往時
を今に伝える遺構として貴重な存在であり、
かつては茨木御堂・茨木御坊・茨木掛所と
呼ばれていた。現在でも茨木別院は近隣
の住人から「御坊さん」として親しまれてお
り、信仰の場として参詣する人が絶えない。
　本堂は木造平屋建て、本瓦葺きの入母屋
造り。懸魚や木鼻、入母屋妻面の壁面等、
要所に取り付いた彫刻は精巧で緻密に造ら
れている。彫刻は元々素木の侭で日光東照
宮の様に彩色されていない。木目は年月の
経過と共に多少は浮き上がりを見せ、その
風合いはより深みを増しており、彫刻は見
る者に「静けさの中にある躍動感」を印象
付けてくれる。　　　　　　  　（神保 勲）

所在地：枚方市楠葉丘 2-19-1
最寄駅：京阪電車くずは駅下車、北東へ徒歩 30 分
見学：境内自由、本殿については問い合わせを。
社務所 TEL：072-857-7332

北河内

　交野天神社は京阪電車「くずは駅」か
ら北東約 2km の位置にある。神社名は、

「かたのあまつかみのやしろ」と読むが、
後世に藤原道真も祀ったため、「かたのて
んじんじゃ」とも呼ばれている。
　延暦 6 年（787 年）第 50 代桓武天皇
が当地に、郊祀壇（こうしだん）を設け父
の光仁天皇を天神（あまつかみ）として祀っ
たのが起源とされる。これは、中国では皇
帝が都の南に天壇を設け、冬至に天帝を
祀る例があり、それにならって当時の都（長
岡京）の南にあたる当地に天神（光仁天皇）
を祀った。そして桓武天皇がこの地に、光
仁天皇を祀ったのは、この地が継体天皇
即位地の楠葉宮伝承地であったことも大き
な理由と思われる。
　交野天神社本殿は一間社流造檜皮葺で、
応永 9 年（1402）の建築である。末社八

幡神社本殿は、天神社本殿よりやや小ぶ
りだが、やはり応永頃の建築である。両者
とも室町時代中期に遡る本市の古建築とし
ては最古の建物である。美しい曲線を描く
桧皮葺の屋根、面取りをした柱などに特徴
がある建物で、いずれも昭和 25 年重要文
化財に指定を受けている。鎌倉、室町時
代に修復され、その様式を今に伝えてい
る。また、本殿の蟇股と呼ばれる装飾は、
松竹梅などをあしらった繊細な彫り物とし
て知られ、平成 17 年竣工の修復作業で室
町時代の華やかな彩色が復元されている。
神社の周りは住宅地が迫って来ているが、
境内に一歩足を踏み入れると多くの木々が
手付かずのままに生い茂り、小鳥のさえず
りも聞こえ、神社を囲む森は樟葉宮跡の社
として枚方八景に選定され、大阪みどりの
百選の一つにもなっている。    （岡村宜憲）

拝殿

本殿蟇股（正面）左：交野天神社本殿、 右：末社八幡神社本殿
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二の鳥居（入口の鳥居からしばらく行く）




